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７．中間階免震構造を有する複合施設の施工報告
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□　目的

　免震構造と言えば、建物最下階と基礎との間に免震層を設ける基礎免震構造が一般的である。本計画では、３階床

の下部に免震層を設けており、当社の施工では初となる建物の途中階に免震層を持つ中間階免震構造を採用してい

る。本報告は技術のノウハウ継承と今後の課題抽出が目的で、主に施工に関して得られた知見を示す。

□　概要

　中間階免震構造と従来の基礎免震構造との大きな相違点は、地上階にある免震層を縦シャフトが貫通することであ

り、階段やエレベーターシャフトに関する設計および施工上の配慮が必要となる。本作業所で抽出できた知見のう

ち、施工に関する課題は、以下の５項目であった。⑴　ベースプレート下のコンクリートの充填性、⑵　プレストレス

トコンクリート造梁（以下、PRC造梁）の緊張作業、⑶　免震層内における設備配管、⑷　鉄骨EVシャフトの構造と

施工、⑸　屋外鉄骨階段の構造と施工

□　結論

　以下に、中間階免震構造の施工で得られた主な知見を示す。

（１）中間階免震構造の妻側にPRC造梁を採用する場合は、免震ピット内にて梁の緊張作業が発生するため、PRC造

梁を緊張させるタイミングと施工方法に事前検討を要する。

（２）免震層の内法高さは、設備配管等の施工の作業性や設備の納まりを考慮すると、2,100mm程度確保すること

が望ましい。

（３）EVシャフトおよび屋外鉄骨階段を鉄骨フレームで免震上部躯体から吊る形式の場合は、施工時期と方法等に

ついて、十分な事前検討が必要である。

写真－１　竣工写真 図－１　免震構造イメージ

図－２　鉄骨EVシャフトの断面図 図－３　屋外階段の断面図


